
学校教育総合プランの実施計画シート (逗子市立久大小学校)
0 学校教育総合プランの3つの柱 0学校教育総合プランの項目

1 子どもたちの学力向上 1 個に応じた指導の売薬

　　　　　　
･指鰹と評価の一体化を図る。
-

.学力調査.学習状況調斑等の分析.活用による指導方法の工夫改善を図る。
n支援教爾の充実では、職園全体で組織的な対応を推進する。
犠学習遷進に対する支援指導の取り組みを進める。

⑧廳施にあたっての搬臘事璃、地域や保護者の協力など
“ 料･･ 別活殺 等における、支 ぬ必要な聴 く鰹 発達障害･LD -学習還遭等)に対する保護者の 繞･協力を求める。
･教科、特別活動、遭鱸、続瓣活劇における地域･保臘者の搬蕾力の活用を進める。

、小策団など多様な学期形態 ･少人数指導やT篤小策団など多様な学習形 ･少 、小集団など多様な掌榔
工夫

評価 S ■ A ･ 国 を 0
　 　 　　 　 　

形態の工夫に蠅曲学年で速攪を図り取り

A B 蕁 評価 S . A r 協 臺 0



H 19 (2007)年度予定内容 H 20 (2008)年度予定内容 H 21(2009)年度予定内容

~ 立 ; : 雪士 、 ム 白 螢 々を文籟、資料を読む機会や意見を述べる自分の考えを述
べたりする機会を充実し、コ

行動プラン

読解力向上の取り組み
2 1

　　　　
l

日常的に充実させる ,
ミュニケーション能力

A ･ B ･ C 旨働価 S ･ A . B ･ C 評価 s 翼 A ･ B ･ C

るかが今後の課題である と共に、書いたり話したりという発信の活動を
充実させ、総合的にコミュニケーション能力を

書館指導教諭の連携を深める 募っていく ･第二図書室を充実させる

･本の配架の工夫･配置換えをする ･朝読書を推進していく ･前年度の活動を見直して、充実させていく

･基準を基にして本を入換える ･見やすい掲示板をつける

Bs . A ･ B ‐ C 評価 s ■ A

の方との連携の引き

、図書館ボランティアの運営の仕方が
課題である

④
行動プラン

る支援教育の充実 ｣
　　　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　

　 　

ニーズの 巴 や具体的な対応を他機 めながら、チームの支援体制をつくっていく てし
関と連携しながらすすめる

C･ B ‐ C 評I S ･ A ■ B

と共に進めていく ができた。さらに、チームでの支援体制を
薬できる校内組織を機能させていきたい。



学校教育総合プランの実施計画シート (逗子市立久大小学校)
0 学校教育総合プランの3つの柱 “

○学校教育総合プランの項目

I 子どもたちの学力向上

裏施計画
①襄施計画の重点等
〆子 父 ) “家 ) こ M 児 の な生活習慣の育成
･様々な場面廉機会をとらえ幽かな心を育む情操教育の舵進
襲保護者、地域.学校の協働による手作り【こよる学習環境の整備
･豊かな自然体験･実物体験･鑑賞体験･ものづくりf本臓等を通して人間性･感性を育む轍菌の推進

②釀施にあたっての鰡蝋事項、地域や鰈讓者の協力など
ね児賞の鰹やかな心↓の蕾戒については寂 と 校が満 となって、その帷

･ fにあたる必要がある。児癰の生活をめぐって共通理解のもと増幅の連携･協力を図る

切にする｣についての指蝉などの学校という燬で
の基本的な生活費欄について学校から難‘謝し、
保護者と避攪を図りながら取り組む

ノ、、

じ穴丙｣われたル - ルーゞ …,,円汕寸参事 公雲影“& ^
切にする｣などの学校という蜴での基本的な生
活習慣について学校から発幅し、操藤者と逮嬢
を図りながら取り組む
･児賞指導支援部が中心となり児窒指蝉の年間
計園を立て取り組みたい

｢教於これたルールべ呵,閖仏せる｣｢公共彰.山
犬切にするJなどの学校という場での基本的な
生活圏朧について学校から難儀し、保競者と
遡繞を図りながら取り組む

蕁･門出 A 1也 I Q

課題多難竇指導夏 年 立
取組みを広げてい避たい

しての 闇計圓を て
評価 翁 さ A Z ･ B . ○

藤雄'児轍チ覊竪願醸
…筋…闇嗣騒計總圏育獨官

取り組み、數腐相談コーディネーターとの遵鯛醤
図りながら進めることができたがさらに究奥を図
る必要がある

評価 $ “■ A f B a o
讓臘

日19 2007 H 20(2008)年廠予定内容 H 21(ク
｢決められたルール羊肉岡三寸&が公外務せ人 『決められたルール料翫円汕せる｣｢公費協心大 r教脇これたルー切にする｣についての指蝉などの学校という燬で 切にする｣などの学校という蜴での基本的な生 大切-こするJなどの基本的な生活 につい 、、 : ' - 、 諺 も ･ " -

弓 き
　　　　



H 19 (2007)年度予定内容 H 20 (2008)年度予定内容 H 21 (2009)年度予定内容

、 竪六 - 、 ･鶯 窕か ･ l ム“
- ' 母 室 こ 、 '爛 影一 ･児童会行事を通して学校内にお

②
行動プラと

匙鼾
を育む教育
;
縦割り集団を活用し、異年齢交流を進める る縦割り集団を活用し、異年齢交流を

進める ける縦割り 団 ; し、 中 流

･学校行事･児童会行事を通して児童の人間関 ･学校行事･児童会行事を通して児童の人間関 る

系づくりに取り組む 係づくりに取り組む ･学校行事･児童会行事を通して児童のよりよ

.地域の教育力を活用して、地域.保護者･児童 ･地域の教育力を活用して、
地域･保護者･児童 い人間関係づくりに取り組む

の交流を進める の交流を進ある
‘･地域の教育力を活用して、地域 保護者･児

B ･ C “ A . 巳 ･ C 評価 s @ A ･ B ■ C

て、

学年はグループリーダーということで意識も変化 児童の関係を深めることができた。
してきている。行事以外の交流も考えていきたい

図りたい。

れ 、 ｣

ごついて学習する場や機会をつく じた対応などについて学習する場や機会の充 応じた対応などにつ
いて学習する場や機会の

奥を図りたい。
“ 一層の充実を図る

ることができた。また、多くの交流場面を設定 くなど多くの
交流場面を設定できた。更に、計画

･きた。さらに計画的･継続的に交流を増やして
的 継 続的に実施していくことで、一層の充実を

いきたい 図りたい。

･健康の維持増進に向け、基本的生活習慣の
育成や発達段階に応じた健康教育を行う
･食教育、健康教育などを推進していく
☆食教育の全体計画作成を進めたい

評価 A e ･ c
課題◆基本的生活習慣の育成については、年
間を通して強化する時期と壮でない時期にばら
つきが出てしまった。年間を通して実践できるよ
うエ夫していきたい

評価 S 1＼ 勾 ･ B ･ C
課題◆今年度は、自分の命も人の命もを大切
にするという、大きなくくりの中で、健康教育につ
いて取り組むことができた。さらに食教育にも重
点を置き取り組んでいきたい。

評価 s ■ A ･ 日 ･ C

課題

19 200 7 度予定内容 H 20

④
行動プラン

を
健康教育の推進 l



学校教育総合プランの実施計画シート (逗子市立久大小学校)
0 学校教育総合プランの3つの柱 0 学校数高総合プランの項目0 学校教育総合プランの3つの柱

　　　　　　　は 課題に迅速に対応する学校づくり D 1 多様な教育課題への対応

　　　　　　　
･｢子どもの安全の確保Jr不整 ･いじめ対応Jr当番活動の充爽｣を重点的な課題として組織的に課題解決にあたる

②裏地にあたっての留蝋事硼、地域や保護者の協力など

R様々な讓題癩搬は掌 鰻興だけでぼく地域請聰麓の十分な理解と協力のもと趨あていく

子どもの安全と安心

の確保の推趨

き慶ぶ



H 19(2007)年度予定内容 H 20(2008)年鹿予定内容 H 21 (2009)年度予 内
･児童指導'支援部を中心とし、個別支援に対応 ･児童指導･支援部を中心とし、個別支援に対応 ･児童指導･支 部を中心とし、個別 認こ刹　 　 　 　 　　 　 　 　　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　

できる体制を整備する できる対応を整備する 応できる体制を整備する
･保護者･他機関との連携を充藥させる ･保護者･他機関との連携を充実させる ･保護者･他機関との連携を充嚢させる
･児童の日常の国動を良く観察し、理解を図ると ･児童の日常の言動を良く観察し、理解を図ると ･児童の日常の言動を良く観翳し、理解を図ると
共に、いじめ問題については意図的に授案や学 共に、意図的に授葉や学級指導に組み入れる 共に、意図的に授業や学級指導に組み入れる

′
級指導に緩み入れる ☆ 数萬相談コーディネーターを中心とした亥

いじめ･不登校箒への
対応の推進

評価 S A A B ･ C ‘ - 評価 S " A ･ B ･ C

、〈必要があ 進めることが出来た。今後さらに充実させていく
る 必要がある。

“-動プラン

幼稚園･保育園ツト学　　 　校･中学校の漣鑑の
の相互理解を図るステムを磁

1 ば ･ 0

にいかすことができた。今後も捜案参観や撥業 幼稚園･保宮園との交流の鰯をもった。次年度
＼教師間の遮艘を図ってい 入学予定児蜜について、

、、学級縄 に役立てた。定期的に幼係間で交
いきたい。

の人やその人達の持つ文化にふれる 英語による異文化理解とコミュニケーション能力 活かした葵鰭による風文化理解とコミュ-

･均将来のコミュニケーシ"ン能力育成のため、裏 の薗成を図る ション能力の寓戒を図る
て葵鰭に慣れ親しむ ★外国鰭教育の県指定研究を推進する

た に関し

いたコミュニケーション能力の高裁に努



行動プラン

キャリア教育の推進　
　 　･清掃等の当番活動、委員会活動の活性化 の充実を図る ついての学習計画をより充実させる

･家庭での役割分担についてPTA活動等を ･子どもの尭遼段階に応じて川野来の生き方につ
をとおして積極的に呼びかける いての学習計画を立てる

A 函 B ･ 0 評価 s E A ･ 目 ･ o

化について‘ままだ蝋總中である ことを寓賞して醤ている。さらにキャ
らいを明確にし、継続していきたい。

人権･ 朝ご子ども達の生活に根ざした福祉教育を検討
機祉に関する精勤を推進していく し開発していく

図る

評価 s A ･ B ･ 0 評価 s 認 A 霧 B o

のデータベース化を図ると共に、関係諸機関と でなく、更に、他学年や関係機関との運塊
の速擬や協力を仰いでいきたい。 力を仰いで活動の充廃を図ってい鵞たい。

環境澂商の指濃 r小中学校担当者による情報交拠 '小中学校糧識者による糖織交換 り!･中学校担当者による情報交換
･マイアジエン の登録 封 ･マイアジェンダの登録

. B ･ C 評価 s ･ A . B . C 評価 s “ A . B , C.' ‐ぼ掌稜で潟澄まぞ"課題謬窟潴あ載り纏 蟻." "‐憲廓花由案ぢう謝さ ･筵巣臘……“- - -… --…一….….…･………
り日常化するには、もう が、引き続き整備を進めていきたい。

行動プラン

　 　情報敵高の難題 読み解く力の腐成を図る 鏡の轢猫を行い、情報教育

評価 S A ･ 鰺 f C 評価 S " A l B - 0

さらに充 用は充廃して避ている

e i 'ゞ′
ひい



学校教育総合プランの実施計画シート (逗子市立久大小学校)
0 学校教育総合プランの3つの柱 0学校教育総合プランの項目

2 地域に開かれた学校づくり　　　　　 　 　 　 　　 　
実施計画
1 実施 面の重点等
･ ･ ば字 の 竇員 選 の文言に
･学校行事･地域行事等における交流をさ捌こ深ある
･地域･保護者との連携協力による手作りの学習環境の整備充爽
･学習･行事･環境整備等における積極的な外部人材の活用
･教育活動に活かす学校評価の葵施

②裏麓にあたつての留憲事蘭、地鱸や保護者の協力など
'# 共に子供を- む酵共に掌 +を創る｣理念のもと、学校群価のとりくみをはじめとする保識者･地域社会との連携協力をすすめる

･

･学校便り等で情報発信を進める
･ホームページを売嚢させ情報発柵を進める

･個人情報に十分盤癒しつつ情報発欄を進める

･惣朧、地熱社会との遠聽を深める

･学校便り寮で情報発俄を進める
･ホームページを完褻させ情報発個を進める

･個人情観に十分留意しつつ情報難解を進める
･嫁朧、地域社会との速攪を深める

･学校便り等で樒報発信を進める
･ホームページを充嚢させ情報発個を進める

･個人情報に十分留意しつつ情報尭個を進める

･家庭、地域社袋との速嬢を深める

評価 A 'き) 1 0 評価 s I/ 局 驫 B ‘ C 群価 S 1 A ･ 目 ･ 0

PRした。さらに操罐轡地域へ晴報発億を進めて
い淹たい

城･係圏柵へ計画的に精鱗を伝えることができ
た。さらに地域への情報発侭について完嚢を圓
りたい

･

8き



②
行動プラン

撫育力の活用 j
すすめる
･教職員、保護者、地域の方々と教育的コミュニ
ケーションを推進する

整理調整を行いより計画的･効果的な活用
をすすめる

M 学事.菌力の活用i‐ついて、了仏主体の
整理調整を行いより計画的･効果的な活用
をすすめる
･地域の教育力再生と新たな地域の教育コミュ
ニティづくりを雑挺する

評価 A ( B) ■ G 評価 s .くA) B . C 評価 S ■ A ･ B ･ C

広げたい。 整理調整を行いより計画的･効果的な活用をす
すめる事ができた。

ロ . ･
き單基古
□心、.“だき

蔓受業、行事等について外部アンケートを実施
･児童アンケートの実施
･アンケート結果を学校便引こて考察･公表
･内部評価をまとめ次年度の教育活動立案に
結びつけ公表する“ /＼

･教育活動全体を見通して外部アンケート ･
児童アンケートの計画の見直しを行う
･年度末に学校関係者評価委員会を実施
･P D C A サイクルの整理構築

･年間2~ 3回の外部評価委員会を実施
･年度末に学校関係者評価委員会を実施
･P D C A サイクルの整理構築
☆学校評価結果の活用を図る

評価 A Kツ . C 評価 s ( 心 ･ B ･ C 評価 s 轤 A ･ B ･ C
課題◇元里、保護者、地域、叙呂=川｣ノンゲートを
実施し、アンケート結果、考察を学校便朝ご公表
した。さらに内部評価をまとめて次年度の教育活
動立案に結び付けていきたい。

課題令児童、保護者、地域、教師にアンケートを
実施し、アンケート結果、考察を昨年度と比較
し、今後の課題等を学校便りに公表した。さらに
内部評価をまとめて次年度の教育活動立案に
結び付けていきたい。

課題

20
の傾ぎ三的ノトエ

m ふ ま 拙翌育力の活用しついて、‘ ,( 土字ぃUJ
M 学事.菌力の活用i-ついて

③
行動プラン

階がし]

暖気}



学校教育総合プランの実施計画シート (逗子市立久木小学校)

0 学校教育総合プランの3つの柱 0学校教育総合プランの項目

肛 激震の指導力向上

実施計画
①実施計画の国点鑿

の編成をより適正で計画的なものにすることによって証園々の力量の向上･ベテランから若手へのバトンタッチを図る。
･急激な教職風の世代交代が進む中、授業をfまじめとする指導力の向上は本 にとつて最も大轡な課題で

‘る。教育課程
･

②裏施にあたっての鰹窓事項、地域や保艘著の協力など

･学力調姦、学習状況調査等の客観的資料を分析･検討して指導に生かす取り組みをすすめる
平価(外 アンケート) を通じて ･ 域の理 と 力を求め 価を か 取り みを める

･校内研究を中心に、授業研究を活性化する
t研究協力者･講師を活用し、充実した研究会
を開催する
･よりよい授業づくりにむけて、全繊麗が藤
燐、協働する

･校内研究を中心に、授業研究を活性化する
･研究協力者･囃師を活用し、充実した研究
会を開催する
簾よりよい嬢鰡づくり-"むけて、全教職風が違
攪、協働する

ち稜丙研究を中芯に、授業研究を活性
化する ‐

l研究協力者･講師を活用し,充釀した
研究会を開催する
･よりよい授業づく朝にむけて.全額職
員が遠攪、協働する

評価 A て町 ･ O 評価 s / 心 ･ 目 ･ O 評価 S 1 A A B . C
舞学理今学午轆脳を霧艶流砂参加により.溌崇研
究が活性化した.継続して撥轢研究を進めた
い6

め、各学年が研究艘案を行い、全緻職費で討議
した。これからの葵縦に活かしたい

稀極

授業研究の充襲

をとも



行動プラン
②
授業評価の活用 検討をすすめる

･学校評価･学習状況調査･学力調査等を参室
として授業改善をすすめる
･外部講師等の教育専門家を活用した授業
評価を行う

1 ‘ ハロ=姻に岸製けしたチ受募脳寺二つ“土リカを模
する
学校評価･学習状況調査･学力調査等を参烈
として授業改善をすすめる
･枝高言ふし罰蜜検言、i部を設けて今年度か
ら活動することにした。授業評価のより充美
を図りたい

学ふこ笄,価と連動した授業評価の充実
をすすめる
･学校評価･学習状況調査･学力調査等
を参考として授業改善をすすめる
事受業評価について学校評価を行い、
その成果と課題について検証し、教育
活動の向上を図る

評価 A @ . C 評価 s くり ･ B ･ C 評価 S ■ A ･ B ･ C
賛来題◇竹父内切能亢と :本牟にしえす受孫総T I山せ孑丁
うため外部講師を招き検討した。校内組織に
罰編む写り轟き綴り ･次年度から活動すること
にした。授業評価のより充実を図りたい

課題" 今午度は、核門戸皺ま.評価検討蒔き
設けて活動することができた。今後は、さら
に授業改善や授業評価のより充実を図りた
い

課題

身近な地驫素材について、i目窓を収集する 収集した情報を基に、教材化に向けて検討
する

素材を整理しながら、目的に応じた使
用の仕方を考え、教材として活用する

評価 A e . C 評価 S . e . B ･ C 評価 s 鼈 A ･ B 轤 C

課題◇生活科･図工 事祕域素材が活かせ
た。田植え、稲刈り体験ができた。実際に歩
いて地域を知ることにより、教材開発のス
タートになる。歴史、自然についての情報をさ
らに収集したい

課題･生活科･図工で地域素材が活かせた。
田植え、稲刈り体験ができた。今後も素材を
整理しながら、目的に応じた使用の仕方を
考え、教材として活用していきたい。

課題

行動プラン
③ ‐　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

活用･開発の促進

く蕁′べき



･枝肉甜彬のコ三ニに努めるふしもにそれぞ小"

課題ごとに校外での研修･研究会へ積極的
に参加し校内で共有化していく体制作りをす
す める
･教職園が研修に自主的に取り纏めるよう支
援体制づくりをすすめる

の課題ごとに校外での研修･研究会へ積極
的に参加し校内で共有化していく体制作り
すすめる… - - - - ′

･教職員が研修に自主的に取り組めるよう支
穰体制づくりをすすめる

ぞれの課題ことに校外での研修･研
究会へ積極的に参加し校内で共有化
していく体制作りをすすめる
･教職員が研修に自主的に取り組める
よう支嬢体制づくりをすすめる
☆研修時間を確保していく

評価 A e c 評価 s 度(リ メB C 評価 S 鷺 A ･ B ･ C

課題◆校内研修の充実に努めると共にそれ
ぞれの課題ごとに校外での研修･研究会に参
加することはで穫ていたが、校内で共有化して
行く体制にはいたらなかった

- -----キーな i C説杙毎 〒 務t/‘′小･虹 園 に冤入 r " " -rアト

ができた。校外での研修に参加した教職蟄
が、その内容を校内に伝達するよ引こ努め
た。

醒ヌ
幹懸

H I9 200 7 産予定内容 H行動プラン
　

研修事業の充実

　
　

課題ごとに校外での研修･研究会へ積極的 の課題ごとに校外での研修･研究会へ積極 ぞれの課題ことに校外での研修･研

に参加し校内で共有化していく体制作りをす 的に参加し校内で共有化していく体制作り 究会へ積極的に参加し校内で共有化
ぞれの課題と
究会へ積極的
ていく体制作り


